
【研究協力のお願い】 

AYA 世代がん終末期における ADL 変化と在宅自費介

護サービス利用実態の研究 

本院では、過去の診療記録を用いた後方視的研究として、AYA（15〜39 歳）世代のがん

終末期における ADL（生活機能）の変化と、自費介護サービス利用の実態を明らかにす

る研究を実施しています。 

■ 研究対象 

・15〜39 歳でがんと診断された患者 

・2003 年 1 月～2025 年 12 月までに当院の訪問診療を受け死亡した患者 

・終末期に 1 週間以上の ADL 記録がある患者 

■ 使用する情報（すべて匿名化） 

年齢、性別、がん種、訪問診療記録、ADL 記録、自費介護サービス利用記録、死亡日・

死亡場所 などをカルテから調査します。 

■ 個人情報の保護 

抽出時に氏名等を削除し、研究 ID のみで管理する。個人が特定される情報が外部に出

ることはありません。 

■ 研究期間 

病院長許可後 〜 2028 年 3 月まで   

■ データ利用を希望されない場合 

研究へのデータ利用を希望されない場合は、以下の連絡先まで申し出ることができます。 

データ利用開始日は、2026 年 6 月を予定しています。 

■ 連絡先 

医療社団法人爽秋会 岡部医院仙台   院長：河原正典 

〒980-0803 仙台市青葉区国分町 2-3-2 エトスビル 4 階                 

TEL：022-393-8082 / FAX：022-381-6776  （研究代表者：佐藤 悠子） 


